
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明
治
大
学
付
属
明
治
中
高 

同
窓
会
（
総
明
会
） 

編
集
：
総
明
会
組
織
委
員
会

『
Ｍ
』
復
刊
部
門 

 

構
成
：
三
浦
イ
ラ
ス
ト
工
房 

 

新ホームで、七学年「若手の会」 

 

 

二
〇
一
五
年
一
二
月
六
日
（
日
）
、
調
布
新
校
舎
卒

業
の
七
学
年
を
対
象
と
し
た
、
総
明
会
「
若
手
の
会
」

が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
試
み
は
、
「
調
布
新
校
舎
を
、

卒
業
生
の
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
拠
り
所
と

し
た
い
」
と
い
う
安
藏
伸
治
校
長
の
思
い
か
ら
生
ま
れ

た
も
の
。
初
の
試
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
予
定
よ
り

も
小
規
模
の
開
催
と
な
る
見
込
み
だ
が
、
若
手
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
生
ま
れ
る
「
何
か
」
に
期
待
し
た
い
。 

2015年 12月 6日 総明会 Ｍ（「若手の会」特別復刊号） 

１ 

※
『
Ｍ
（
エ
ム
）』
と
は
、
か
つ
て
総
明
会
の
若

手
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
し
て
い
た
、
機
関

誌
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
総
明
会
版
の
『
過
程
』
と

い
っ
た
位
置
付
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
本
誌
は
、

そ
の
『
Ｍ
』
の
名
前
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。 

つ
い
に
出
た
！
明
治
中
高
か
ら
芥
川
賞
！ 

 

 

集え！調布新校舎卒業生！ 
 

二
〇
一
五
年
一
二
月
六
日 

総
明
会
『
Ｍ
（
エ
ム
）』 

「
若
手
の
会
」
特
別
復
刊
号 

羽田圭介さん 

（H16年卒） 

 

 

明
治
高
校
卒
業
生
の
羽
田
圭
介
さ
ん
が
、
第

一
五
三
回
芥
川
賞
の
栄
冠
に
輝
い
た
。
羽
田
さ

ん
は
、
明
治
高
校
在
学
中
に
『
黒
冷
水
』
で
文

藝
賞
を
受
賞
。
芥
川
賞
受
賞
後
は
、
メ
デ
ィ
ア

露
出
も
増
加
。
デ
ー
モ
ン
閣
下
メ
イ
ク
で
の
熱

唱
、
声
楽
や
鶏
ハ
ム
作
り
の
披
露
な
ど
、
謎
に

満
ち
溢
れ
た
私
生
活
か
ら
も
目
が
離
せ
な
い
。 

 

 

フハハハハ、君が羽田君

かね。おめでとう！ 

 

本
誌
記
者
が
、
一
〇
月
二
四
日
に
開
か
れ
た
、
羽
田
圭
介
さ
ん
と
中
沢

け
い
さ
ん
の
対
談
イ
ベ
ン
ト
に
潜
入
し
た
。
羽
田
さ
ん
は
対
談
中
、
何
度

も
明
治
中
高
の
名
を
口
に
し
た
。
文
藝
賞
受
賞
時
の
祝
賀
会
に
（
腹
を
空

か
せ
た
）
高
校
の
同
級
生
た
ち
を
招
待
し
た
と
こ
ろ
、
史
上
稀
に
見
る
早

さ
で
料
理
が
無
く
な
り
、
周
囲
を
驚
か
せ
た
と
い
う
逸
話
も
披
露
。 

棟朝銀河選手、リオ五輪代表に 

 

芥
川
賞
の
次
は 

五
輪
だ
っ
て
！ 

 明治高校在学中にユース五輪（トランポリン）に出場、銅メダルを獲得

した棟朝銀河さん（H25年卒）が、ついにリオ五輪の出場枠を手にした!!

現在は慶大 3 年生。11 月 29 日に最終日を迎えた世界選手権において、8

位で決勝に進み、日本体操協会の選考基準を突破した。「五輪は初めてで

失うものはないので、攻めていきたい」とのコメントが報道されている。 

速報 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社
説 

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
進
路
相
談
会
や
「
若
手
の

会
」
の
実
施
を
通
し
、
若
手
会
員
の
一
部

に
も
、
総
明
会
活
動
に
積
極
的
に
携
わ
っ

て
い
こ
う
と
い
う
機
運
が
盛
り
上
が
り

つ
つ
あ
る
（
？
）。
そ
ん
な
中
、「
二
分
の

一
幹
事
学
年
」
と
も
言
う
べ
き
ア
イ
デ
ィ

ア
が
、
議
論
の
俎
上
に
上
が
っ
て
い
る
。 

近
年
各
地
の
小
学
校
で
、
一
〇
歳
の
節

目
を
祝
う
「
二
分
の
一
成
人
式
」
な
る
も

の
が
開
催
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
「
二
分

の
一
幹
事
学
年
」
は
、
そ
う
し
た
現
象
に 

 

若
手
会
員
が
総
明
会
活
動
に
関
わ
る
た
め
に 

2分の 1幹事学年制度!? 
着
想
を
得
た
も
の
。
総
明
会
で
は
し
ば

し
ば
、
高
校
卒
業
か
ら
幹
事
学
年
担
当

（
満
四
五
歳
）
ま
で
の
期
間
が
長
す
ぎ

る
の
で
は
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
き

た
。「
二
分
の
一
幹
事
学
年
」
構
想
は
、

二
〇
代
の
う
ち
に
、
進
路
相
談
会
な
ど

の
企
画
を
担
う
こ
と
で
、
こ
う
し
た
空

白
を
埋
め
よ
う
と
す
る
も
の
。
安
藏
校

長
は
、
毎
年
調
布
校
舎
で
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
を
催
し
、
そ
の
企
画
を
若
手

「
幹
事
学
年
」
が
担
う
こ
と
に
す
れ
ば

良
い
の
で
は
、
と
考
え
て
い
る
。 

2015年 12月 6日 総明会 Ｍ（「若手の会」特別復刊号） 

２ 

頼んだぜ！新クラス幹事さん 

OBOG進路相談会に、社会人 1、2年目 

 

 

六
月
一
三
日
（
土
）、
明
治
高
校
三
年
生
を
対
象 

と
し
た
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
進
路
相
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

例
年
、
大
学
四
年
生
が
講
演
を
行
っ
て
い
た
が
、 

就
職
活
動
時
期
の
大
幅
な
変
化
に
よ
り
、
本
年
は 

社
会
人
一
年
目
（
共
楽
会
）、
二
年
目
（
明
雄
会
） 

の
卒
業
生
が
講
演
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
初
の
明
治
高
校
・
総
明
会
組

織
委
員
会
共
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
も
注
目
を
集
め
た
。 

 

従
来
は
、
高
校
在
学
時
の
進
路
選
択
の
経
験
や
、
入
学
後
の
学
生
生
活
の
話

題
が
中
心
だ
っ
た
進
路
相
談
会
。
今
年
は
、
第
一
部
で
従
来
通
り
の
学
部
学
科

ご
と
の
講
演
を
行
い
、
第
二
部
で
は
大
学
卒
業
後
の
進
路
（
就
職
活
動
な
ど
）

に
関
す
る
講
演
を
行
う
、
と
い
う
二
部
構
成
で
の
開
催
が
試
み
ら
れ
た
。「
大
学

へ
の
道
」
の
み
な
ら
ず
、「
大
学
か
ら
の
道
」
に
つ
い
て
も
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま

せ
る
こ
と
が
出
来
る
本
企
画
。
高
大
連
携
主
任
の
関
根
正
人
先
生
や
、
講
演
を

聞
い
た
生
徒
た
ち
の
評
価
も
上
々
だ
っ
た
。
来
年
度
は
、
現
大
学
四
年
生
に
講

演
を
依
頼
し
、
足
り
な
い
学
部
学
科
に
つ
い
て
は
、
明
雄
会
・
共
楽
会
か
ら
講

演
者
を
募
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。 

 

飯塚亜里紗さん 法・法 

清野圭介さん 商・商 

福德萌花さん 政経・政治 

遠藤幹也さん 政経・経済 

青木謙太さん 政経・地域行政 

柴間今日子さん 文・文 

内田恵吾さん 文・史学地理 

藤森一さん 文・心理社会 

木村佳世さん 経営・経営 

管野千登さん 経営・会計 

小熊進之介さん 経営・公共経営 

朝倉貴紀さん 情コミ・情コミ 

河野夏帆さん 国日・国日 

 

来年度の講演依頼予定メンバー13人 

メンバーの皆さん、後輩たちのために、

ぜひ力を貸して下さい！ 

 

 総明会クラス幹事に、今年 3 月に卒業した

ばかりの 14名（H27年卒）が加わった。共学

化初年度学年（H23 年卒）の卒業以降は、各

クラスから男女 1 名ずつの代表を募ることに

なっている。クラス幹事の学年代表者である

評議員には、赤坂菜摘さんと渡邉直人さんの

2人が就任した。 

 卒業式直後の 3月 14日には、総明会組織委

の主催で、新クラス幹事との食事会も開催。 

新クラス幹事の皆さ

ん、末永くよろしく

お願いします！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 12月 6日 総明会 Ｍ（「若手の会」特別復刊号） 

３ 

 

脱「名無しの権兵衛」！命名特集 

H21  

H22 明雄会 

H23 共楽会 

H24  

H25  

H26 ゆいまーる 

H27  

調布校舎卒業 7学年 

惜
し
く
も
優
勝
に
届
か
な
か
っ

た
東
京
六
大
学
野
球
の
秋
季
リ
ー

グ
。
今
年
も
、
神
宮
で
明
治
高
校
卒

業
生
が
大
活
躍
を
見
せ
た
。 

快
進
撃
を
続
け
た
硬
式
野
球
部

の
主
務
は
、
明
治
高
校
の
元
応
援
団

長
・
岸
上
翔
平
さ
ん
（
ク
ラ
ス
幹

事
）
。
明
治
大
学
応
援
団
で
は
、
団

長
と
し
て
渡
邉
海
翔
さ
ん
、
バ
ト

ン
・
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
責
任
者

と
し
て
東
儀
沙
弥
さ
ん
（
ク
ラ
ス
幹

事
）
が
活
躍
す
る
。 

「
名
前
の
歴
史
」
を
研
究
す
る
院
生 

三
浦
直
人
氏
（
二
三
）
の
コ
メ
ン
ト 

 

明
治
期
以
降
、
名
前
は
一
人
一
つ
に
固
定

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
日
本
で
は
、

年
齢
に
応
じ
て
出
世
魚
の
よ
う
に
名
前
を
変

え
て
い
く
の
が
普
通
で
し
た
。
同
期
会
の
名

前
も
、
最
初
か
ら
「
確
定
版
」
を
目
指
す
必

要
は
な
い
。
年
齢
に
応
じ
て
変
え
る
こ
と
を

前
提
に
、
今
の
自
分
た
ち
に
合
っ
た
等
身
大

の
名
前
を
、「
と
り
あ
え
ず
」
付
け
れ
ば
良
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
（
談
） 

命名パターン 具体例 

① 「明○会」 「明翔会」「明輪会」「明雄会」 

② 「○明会」 「翼明会」 

③ 卒業年次 「紫讃会」「四七四七同志酔会」

「翼明会」「昭和戊辰乃会」 

④ 明校関連の

ワード 

「猿楽会」「明高会」「明治会」「男

坂倶楽部」「白雲会」 

⑤ その他 「新世輝」「ゆいまーる」 

 

 

 

二
〇
一
五
年
三
月
三
日
、
平
成
二
三
年

卒
の
大
学
卒
業
前
同
期
会
が
開
催
さ
れ
、

会
の
名
称
が
正
式
に
決
定
し
た
。
共
学
化

初
年
度
学
年
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

生
か
し
、「
共
楽
会
（
き
ょ
う
が
く
か
い
）
」

と
命
名
。
男
子
も
女
子
も
、
旧
校
舎
を
知

る
者
も
知
ら
な
い
者
も
「
共
に
楽
し
む
」

と
い
う
意
味
を
込
め
た
。 

 

一
つ
上
の
平
成
二
二
年
卒
は
、
男
子
校

最
後
の
学
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
「
明
雄

会
」
。
男
を
表
す
漢
字
の
中
で
、「
雄
」
の

字
を
選
ん
だ
セ
ン
ス
が
光
る
。 

 

平
成
二
六
年
卒
の
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
は
、

由
井
先
生
の
お
名
前
と
、
修
学
旅
行
先
の

沖
縄
に
材
を
取
っ
た
斬
新
な
命
名
だ
。 

卒業生の活躍！ 

 明大生に愛され、何度

か「若手の会」会場にも

なった「アミ」が、惜し

まれながら閉店した。焼

肉ライスを食べること

も、もう叶わない。今ま

で有難うございました。 

★アミ閉店！★ 

 
 

 
 

物
語
の
あ
ら
ま
し
を
示
す

の
に
、
「
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
」
と
い
う
言
葉
ほ
ど
便
利

な
も
の
は
な
い
▼
ひ
ょ
ん 

な
こ
と
か
ら
猫
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
遭

遇
し
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
願
い
の

叶
う
七
つ
玉
を
集
め
、
ひ
ょ
ん
な
こ

と
か
ら
、
三
分
間
し
か
戦
え
な
い
光

の
巨
人
と
一
体
化
す
る
。
物
語
は
い

つ
だ
っ
て
、「
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
」

始
ま
る
▼
さ
て
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か

ら
総
明
会
組
織
委
員
の
末
席
を
汚

す
こ
と
に
な
っ
た
筆
者
は
、
こ
れ
ま

た
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
、
今
や
幻
に

な
り
つ
つ
あ
る
雑
誌
、
『
Ｍ
』
の
復

刊
を
目
指
す
に
至
っ
た
▼
諸
先
輩

方
が
尽
力
し
た
か
つ
て
の
『
Ｍ
』
に

は
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
総
明
会
若

手
会
員
に
よ
る
活
動
の
、
小
さ
な
一

歩
に
な
れ
ば
良
い
▼
「
若
手
の
会
」

は
、
参
加
者
同
士
が
、
進
路
や
学
生

生
活
、
そ
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
よ
り
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
「
明

治
」
を
め
ぐ
っ
て
、
自
由
に
対
話
す

る
場
で
も
あ
る
▼
今
回
の
「
若
手
の

会
」
が
、
誰
か
の
物
語
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
、
「
ひ
ょ
ん
な
こ
と
」
に
な

る
よ
う
願
っ
て
や
ま
な
い
（
三
浦
） 

反省人語 



 

 

 

2015年 12月 6日 総明会 Ｍ（「若手の会」特別復刊号） 

４ 

『М』復刊に寄せて 

 

 

11 月 7 日（土）の総明会総会・懇親会で、H25

年卒の押田華穂さん（評議員）が総合司会の大役

を果たした。押田さんは在学中、応援指導班初の

女子団長として活躍。その奮闘ぶりは、「ザ・ノ

ンフィクション」（フジテレビ）でも紹介された。

ちなみに、司会効果もあってか、当日の平成卒出

席者は 102名に及んだ。 

【明雄会・進路アンケート】 

★
今
回
は
、
あ
く
ま
で
『
Ｍ
』
の
お
名
前
を
借
り
て
の
発
行

と
い
う
形
で
し
た
が
、
今
後
は
、
先
輩
方
に
ご
指
導
い
た
だ

き
な
が
ら
、
本
格
的
な
復
刊
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
力
を
貸
し
て
下
さ
る
方
、
ご
興
味
の

あ
る
方
は
、
是
非
三
浦
ま
で
お
声
が
け
を
！ 

 

明
治
魔
法
学
校 

マ
コ
ガ
タ
ナ
ル
先
生 

成人パーティーに向けて 

H21年卒、 

「30歳までに！」 

 

平
成
二
六
年
卒
「
ゆ
い
ま
ー
る
」
が
、
来
年

一
月
の
成
人
式
に
向
け
て
本
格
的
に
始
動
。
評

議
員
の
岡
田
尚
也
さ
ん
が
、『
総
明
会
５
０
周
年

記
念
誌
』
へ
の
寄
稿
で
明
ら
か
に
し
た
。 

 

こ
こ
数
年
、
明
治
高
校
卒
業
生
が
、
大
規
模

な
成
人
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
、
話
題
を
呼
ん

で
い
る
。「
ゆ
い
ま
ー
る
」
も
、
そ
の
良
い
流
れ

を
継
承
し
て
く
れ
そ
う
だ
。 

 

調
布
卒
業
第
一
号
の
平
成
二
一
年
卒
。
中
高
、
そ
し
て
大
学
の
応

援
団
で
活
躍
し
た
加
藤
敦
さ
ん
が
、『
総
明
会
５
０
周
年
記
念
誌
』
に
、

初
め
て
寄
稿
し
た
。
加
藤
さ
ん
は
文
中
で
、「
明
治
高
校
で
築
い
た
繋

が
り
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
同
期
へ
向

け
、
「
３
０
歳
ま
で
に
は
一
度
集
ま
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。 

 
 

平
成
二
二
年
卒
「
明

雄
会
」
の
亀
屋
将
紀

さ
ん
が
、
同
期
を
対

象
と
す
る
進
路
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施

を
目
指
し
て
い
る
。

亀
屋
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
従
来
明
治
中
高

の
学
校
紹
介
パ
ン 

フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、

「
進
路
」
の
コ
ー
ナ
ー
が
、

大
学
進
学
ま
で
の
デ
ー
タ

に
留
ま
っ
て
い
た
。
大
学

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て

は
、
個
別
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
の
み
の
紹
介
で
あ
り
、

就
職
な
ど
の
全
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
が
掴
み
に
く
か
っ

た
と
い
う
。
そ
こ
で
亀
屋

さ
ん
は
、
同
期
へ
の
進
路

調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た

課
題
を
解
消
し
よ
う
と
考

え
た
。
卒
業
生
と
し
て
母

校
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
続
け
た
結
果
だ
。 

駒形くみ子先生ご寄稿 

受験相談会などで、受験生や保護者の方と個別にお話しする機

会が度々ありますが、そんな時に「部活動などで高校生が中学生

の指導をしたり、卒業してもコーチや OBOG として活動に関わっ

てくれる、いいお兄さんお姉さんがたくさんいますよ」という話

をすると、例外なく相手の目が輝くという経験があります。本校

では日常的に目にする光景ですが、異年齢の学生・生徒間の温か

な交流が連綿と続いているというのは、考えてみると本当に素敵

な環境ですね。先輩に教えてもらったこと、 

してもらって嬉しかったことを、当然のように 

後輩に受け継いでいく。私達教員が学ぶこと 

も多い、本校の静かな伝統です。 

 『M』復刊、おめでとうございます。このよ 

うな血の通ったメディアが、改めて出会いと語 

らいのきっかけを提供してくれるであろうこと 

を、ちょっと古株になりつつある教員の 1人と 

して大変嬉しく思います。 

 


